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プレスリリース

平成２３年１０月 ５日

独立行政法人 森林総合研究所

REDDプラス公開セミナー開催のご案内
実践から学ぶREDDプラス －国際交渉・現場と研究開発をつなぐ－

ポイント

・独立行政法人森林総合研究所では、国際森林年記念事業の一つとしてREDDプラス推

進のための公開セミナーを開催します。

・セミナーでは、REDDプラスの国際交渉に携わる交渉官、途上国の現場でプロジェク

トを実施している実務者、研究者等多様な関係者が口頭やポスターによる発表、意

見交換を行います

・セミナーの成果は今後のREDDプラスに関する国際交渉、プロジェクト、研究開発の

推進に活かします。

概要

独立行政法人森林総合研究所では、2011年10月13日（木）、14日（金）、東京・秋葉原の

UDXカンファレンスにおいてREDDプラス推進のための公開セミナーを開催します。

（別紙 及び http://www.redd-plus.jp/ 参照）

このセミナーはREDDプラスの推進に向けて関係省庁、NGO、民間企業等の実務者と研究

者・技術開発者との情報共有と連携促進を図るとともに、REDDプラス実施のためのガイド

ライン・方法論の策定に向けた課題の共有、議論の活性化を図るために開催するものです。

REDDプラスの対象となる発展途上国で活動する国際機関、民間企業、環境NGOはじめ、

温暖化、熱帯林に関心を持つ多くの方々の参加を期待しています。

予算：林野庁補助事業「REDD推進体制緊急整備事業」

問い合わせ先など

独立行政法人 森林総合研究所 理事長 鈴木 和夫

研究推進責任者：森林総合研究所 研究コーディネータ 松本 光朗

研 究 担 当 者：森林総合研究所 REDD研究開発センター 藤間 剛

広 報 担 当 者：森林総合研究所 企画部 研究情報科長 荒木 誠

TEL：029-829-8130 FAX：029-873-0844

本資料は、林政記者クラブ、農林記者会、農政クラブ、筑波研究学園都

市記者会に配付しています。
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背景

発展途上国における森林の減少及び劣化に伴う二酸化炭素の排出の削減と森林保全等(R

EDDプラス)は、地球温暖化緩和策の一つとして気候変動枠組条約(UNFCCC)締約国会議等で

検討が進められています。このような中、途上国の現場では、既に民間ベースの取組も実

施されており、地球温暖化防止に対する関心の高まりとともに、そのさらなる推進が期待

されています。

REDDプラスの推進には、気候変動や森林生態系に関する科学的視点や、森林減少・劣化

の原因と対策等に関する社会・経済学的視点が常に求められます。また、MRV(計測、報告、

検証)のためのデータの取得や技術開発、セーフガードへの対応等も欠かすことができま

せん。このようなことから、国際交渉に参加する政府関係者、自主的取組みに参画するNG

Oや民間企業、関連する研究者等の情報共有や有機的な連携が重要となっています。

目的と内容

森林総合研究所REDD研究開発センターでは、REDDプラスの推進に関わる多様な関係者間

の情報共有と連携促進を目的として、公開セミナーを開催します。セミナーは2日間にわ

たって行い、関係省庁、政府機関、NGO、民間企業の実務者による国際交渉やREDDプラス

活動の最新の動向に関する講演、関連学会員や研究者によるREDDプラスの研究の動向や今

後利用が期待される最新技術に関する講演とポスターセッションを行います。また実務者

と研究者による質疑応答や討論を通じて、REDDプラスの推進に向けた研究や技術開発の方

向性や関係者間の連携方策について検討します。

REDDプラスの対象となる発展途上国で活動する国際機関、民間企業、環境NGOなどREDD

プラスの推進に関わっている方ばかりでなく、温暖化、熱帯林に関心を持つ多くの方々の

参加を期待しています。
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